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記
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微細砂を主とする。貝殻片混入
含水量は少ない
全体に細粒であるが粘性はない

シルト
質細砂 褐

含水量が多く極軟い
均質である

粘土質
シルト 暗灰 極軟

い

中砂～粗砂分が主で全体に粗粒
細粒分は少いが粒度分布は広い
含水量は多い。貝殻及び径3mm 程
度の礫混入

中
砂

暗茶
灰

緩
い

粗砂分を主とし、径3mm 程度の小
礫を多く混入。粒度分布は広い
含水量は多い。貝殻片混入。

粗砂 暗茶
灰

緩
い

細砂分を多く混入
含水量は極多く軟質である
粘性は弱い

砂質粘
土

暗
灰

極軟
い

細砂～中砂分を多く混入
含水量は多く若干の粘性有
貝殻片混入。全体に不均質

砂質粘
土

暗
灰

極
軟
い

含水量は中位～多く軟い
ほぼ均質で若干の粘性有
微細砂～細砂分を混入

砂混り
シルト
質粘土

暗
灰

極
軟
い

含水量は少なく半ば固結する
ほぼ均質で粘性は強い

粘土質
シルト

淡青
灰

中位
の

中砂～細砂分を多く混入
含水量は中位～多く粘性は強い
貝殻片混入

砂質粘
土

暗
灰

軟
い

中砂～粗砂を主とし、細粒分含
有量は少ないが粒度分布は広い
含水量は中位
下部、粗粒となり径3mm 程度の小
礫を混入

中
砂

淡
灰

中
位
の

上部は褐色化する
含水量は少なく半ば固結する
粘性は強い
細粒分を混入するが比較的均質
である

砂混り
シルト
質粘土

茶褐
～淡
青灰

中
位
の

含水量は少で不均質。中砂分が
主。粘性土分を多く混入し若干
の粘性有り。粒度分布は広い

粘土質
中砂

淡青
灰

硬
い

含水量少なく硬質。粘性は強い
全体に均質。GL-15.35～-15.5m
付近に暗褐色シルト質粘土の薄
層を挟み粘性がやや低下する

シルト
質粘土

暗
灰

軟
い

中砂分を主とし粒度分布は広い
粘性土分混入。含水量は中位。
下部はやや粗粒となる

シルト
混り中
砂

灰
密な
～中
位の

強粘性の粘性土薄層を挟む
中砂分を主とするが粒度分布は
広く、粘性土分含有量が多い部
分には若干の粘性が有る
含水量は中位

シルト
混り中
砂

淡
灰

中
位
の

粘性土分多く混入。若干の粘性
有。含水量少なく硬い。ブロック
は指圧で崩れる

シルト
質細砂 青灰

中砂～粗砂分が主。粒度分布は
広い。細粒分含有量は少ない。
含水量は中位～多い。

中砂 淡灰 中位
の

中砂～粗砂分を主とし、粘性土
分は多くないが粒度分布は広い
含水量は多い

シルト
混り中
砂

淡青
灰

中位
の

含水量は少なく粘性は強い
均質で硬い

粘土質
中砂

青
灰

極緩
い

粘性土分が多く半ば固結する
粒度分布は広く含水量は少ない

粘土質
中砂

青
灰

中
位
の

粒度分布は広く若干の粘性土分
を混入する
含水量は多い

粗
砂

淡
灰

中位
の

含水量は少なく粘性は強い。均
質である。中砂～粗砂の薄層を
多く挟む。含水量は少ない。

シルト
質粘土

青
灰

中位
の

粒度分布はやや広く粘性土分を
多く混入。貝殻片混入。
含水量は中位で粘性は強い

細
砂

暗青
灰

中位
の

含水量は少なく半ば固結する
粘性は強い
ブロックは指圧で崩れる

粘土質
シルト

青
灰

固
結

中砂～粗砂分を主とするが粒度
分布は広い。含水量は極めて多
い。若干の粘性有。

粘土混
り中砂

淡緑
灰

中位
の

含水量は少なく半ば固結する
粘性は強くブロックは強い指圧
で崩れる
ほぼ均質であるが部分的に砂分
を混入する

強
風
化
頁
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青
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極
硬
い

固
結

中砂～粗砂分が主。粒度分布は
広い。含水量は中位～多。粘性土
分多い部分は若干の粘性有り

強風化
砂岩 灰

GL-32.5m付近、礫岩混入
岩の構造は残るが、強い指圧で
崩れ、径10～20mm程度の岩芯が
残る
含水量は少なく硬い
攪乱土は粘性が強い
部分的に砂質頁岩となる

風
化
頁
岩

青
灰

埋
立
土

沖
積
層

洪
積
層

古
第
三
紀
層

孔
内
水
位

(m)
／
測
定
月
日

1.50
8/4

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.70

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.41
32.05

32.15

33.00

33.04

34.00

34.08

35.05

35.11

36.00

36.14

10cmごとの

打撃回数

0

10

1

55

1

2

1

30

1

30

1

30

1

15

1

15

3

1

8

7

1

2

1

10

8

5

8

7

7

1

3

5

3

2

2

3

7

5

8

60

60

4

60

8

60

6

40

10

20

2

1

1

15

1

15

2

1

9

8

1

4

1

12

9

3

5

8

5

1

3

6

2

3

5

4

6

8

29

20

4

20

30

2

1

3

1

8

8

2

6

1

14

8

5

5

11

5

1

5

5

2

5

28

4

7

11

23

6

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

1

55

5

30

4

30

1

30

1

30

1

30

2

30

2

30

8

30

3

30

25

30

23

30

4

30

12

30

3

30

36

30

25

30

13

30

18

30

26

30

17

30

3

30

11

30

16

30

7

30

10

30

35

30

11

30

20

30

24

30

60

26

60

10

60

4

60

8

60

6

60

14

N     値

0 10 20 30 40 50

1

5

4

1

1

1

2

2

8

3

25

23

4

12

3

36

25

13

18

26

17

3

11

16

7

10

35

11

20

24

69

180

450

225

300

129

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

E=5.0MN/m

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

掘

進

月

日

8

4

8

5

8

6

8

7

孔内水平載荷試験
3.70 2

-28.73 2.25 31.00

11439
テキストボックス
・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




